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釜石鵜住居復興スタジアム遠景
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三陸鉄道たろう観光ホテル農業教育資料館



　岩手大学シニアカレッジは、岩手大学と岩手県内の自治体や各地域の方々が連
携して実施する滞在型生涯学習プログラムです。「学びたい」という動機があれば、
どなたでも参加できます。年齢制限や入学試験はありません。
　大学構内の専用教室での講義やフィールドワークなどを通じて、受講生同士の交
流、地元、学生たちとの出会いの場ともなります。豊富に経験を積まれたこの時こ
そ、学べる、学び直せるという楽しみを存分に味わってみませんか。
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岩手大学シニアカレッジの特徴

■　岩手大学シニアカレッジ事務局へご連絡ください。参加申込
書をお送りいたします。

■　参加申込書に必要事項をご記入の上、岩手大学シニアカレッジ
事務局宛に申込書を郵送かＦＡＸ送信してください。

※　先着順に受付します。定員になり次第申し込みを締め切ります。

■　受講料　７０，０００円（税込・１泊１食込）
※　この事業は、国立大学法人岩手大学の収益事業ではありません。
●　受講料に含まれるもの
　　全13講義受講料、入学式、オリエンテーション、学内施設利用、移動バス料

金、学外施設入館料、体験料、卒業式
※　９／１5（日）の宿泊費（１泊１食（朝食））が含まれます。
●　受講料に含まれないもの
　　上記以外の宿泊・滞在費、
　　ご自宅～岩手大学～ご自宅までの交通費

お申し込みから受講まで

■　特別補償
本学は、シニアカレッジ期間中について、国内旅行傷害保険に加入します。お客様がシニアカレッジ参加中に急激かつ偶発な外来の事故により、その身体または
手荷物上に被った一定の損害について、以下の金額の範囲内において、補償金が保険会社から支払われます。
・死亡後遺障害　968万円　・入院保険金日額　5,000円　・通院保険金　3,000円　・携行品損害　10万円（限度額）

●　国内旅行保険への加入について
お客様が事故に遭われた場合、加害者への損害賠償請求や賠償金の回収が大変困難である場合があります。このことから、お客様ご自身で十分な額の国内旅
行保険に加入されることをお勧めします。

事前学習受講料の
お支払

参加申込書
の送付

シニア
カレッジ
開講

　岩手大学は、皆様の向学心にお応えする滞在型生涯学習事業として、岩手大学シニアカレッジを開催してきました。今年は、
皆様方からの熱いご声援のもと２００７年の開講から１3回目を迎えます。

　本学は、１９４９年に新制国立大学として発足し、２００４年に国立大学法人として新たな歩みを進め、２０１９年に創立７０周年
を迎えます。
　この間、３．１１に発生した東日本大震災への様々な復興活動は、７０年の歴史の中でも特徴的な活動です。
　今回は、復興活動で得られた知見や震災後に新たな開設した岩手大学釜石キャンパスも講義の中に取り入れました。また、
遠野市の３．１１東日本大震災 遠野市後方支援資料館や釜石鵜住居復興スタジアム、三陸鉄道震災学習列車(鵜住居～宮古
間)、宮古市田老の学ぶ防災などフィールドワークコンテンツも充実しています。

　今回は、特にこれまでとは違った岩手の魅力に触れられ、皆様の向学心をきっと満足していただけるものと確信しておりま
す。「イーハトーヴの学舎　岩手大学キャンパス」で皆様をお待ちしております。
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●講義８～講義１2は、全て学外会場となります。
●９/15（日）は、釜石市へと移動し、その日は宿泊となります。その際の宿泊料（朝
食込み）は、受講料に含まれています。

●学外会場への移動バス料金は、受講料に含まれています。
●４日目の９/１４（土）は、シニアカレッジ限定特別企画　盛岡芸妓お座敷体験講座
を企画しています。詳細は別途ご案内いたします。

講
義
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岩手大学の過去、現在から
未来を考える
岩手大学長　岩渕 明

講
義
2

スポーツにおける
実力発揮問題について
岩手大学人文社会科学部 准教授　長谷川弓子

講
義
5

地域コミュニティの力―復興支援から見えるもの―
三陸復興・地域創生推進機構 地域コミュニティ
再建支援班 特任助教　船戸義和

講
義
10

釜石鵜住居復興スタジアム
釜石市ラグビーワールドカップ2019
推進本部事務局 増田久士 氏

講
義
13

東アジア庭園史における平泉庭園遺構群の意義
岩手大学 副学長（国際連携担当）
藪 敏裕

講
義
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歌を忘れたカナリアは
～啄木と節子が音楽に込めた思い～
啄木ソムリエ　山本玲子 氏

講
義
6

祭祀承継を考えてみましょう
岩手大学 副学長（男女共同参画・広報・
環境マネジメント担当）　宮本ともみ

講
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震災学習列車
三陸鉄道株式会社

講
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岩手大学ミュージアム
岩手大学ミュージアム

講
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乳児死亡率ゼロ
深澤晟雄の信念とその業績
深澤晟雄資料館 事務局長　米澤一男 氏

講
義
12

学ぶ防災
宮古観光文化交流協会
学ぶ防災

講
義
9

岩手の水産業のこれまでとこれから大学は地域のために何をすべきか
三陸水産研究センター長　平井俊朗
三陸水産研究センター 客員教授　高橋禎
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釜石市ワールドカップ2019
推進本部事務局
増田 久士 氏
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終日自由活動 シニアカレッジ限定特別企画
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３．１１東日本大震災
遠野市後方支援資料館
遠野市総合防災センター

スポーツにおける
実力発揮の問題
について

東京オリパラ競技大会が日本
で開催されることが決まってか
ら、アスリートの競技力向上な

らびに実力発揮に対する科学的な支援が求めら
れてきており、スポーツ心理学への関心も高まっ
ています。なかでもプレッシャーによるパフォー
マンス低下の問題は、私たち皆にとって身近な問
題です。本講義では「あがり」について取り上げ、
アスリートがどのような対策をとっているか、ま
た、長期的な視点からはどのように学習していけ
ばそれを防げるのか、などについて考えます。

歌を忘れたカナリアは
～啄木と節子が音楽に
込めた思い～

節子と出会った青春時代、
彼女はバイオリンを弾き、
カナリアのごとく歌う女学

生。そんな節子に啄木はあこがれを抱き、や
がてふたりは恋に落ち、バイオリンの音色が
流れる新婚生活が始まりました。啄木も作
曲を試みたこともありました。しかし厳しい
現実が二人から音楽を奪ってゆきます。歌
を忘れてしまったのでしょうか―啄木と節子
が音楽に込めた思いと願いを、皆さんと一
緒に考えたいと思います。

乳児死亡率ゼロ
深澤晟雄の信念と
その業績

深澤晟雄は、岩手県和賀郡沢内
村(現：西和賀町)の元村長で、「生
命尊重こそ政治の基本」との強

い信念のもと、当時沢内村の三悪であった「豪雪・貧
困・多病多死」の克服に取り組み、乳児死亡率ゼロ達
成や高齢者・乳児の医療費無料化等の業績を残しま
した。医療費無料化で県と意見が食い違った際には
「本来、国民の生命を守るのは国の責任。しかし、国
がやらないのであれば私がやる。国は後からついて
くる。」旨の語録があります。ともすれば生命が軽視
されがちな今日、改めて学び直したいと思います。    

ふかさわまさお

地域コミュニティの力
―復興支援から見えるもの―

いつ、どこで起こるか分から
ない災害には、備えが必要で
す。防災グッズや備蓄食料と

いうモノを想像することが多いかも知れませ
ん。しかし、モノだけでは足りません。お住いの
地域で助け合えるコミュニティはありますか？
東日本大震災では、地域コミュニティの再生も
大きなテーマのひとつです。復興過程で、地域
コミュニティの力がどのような効果を発揮して
いるのか、そして地域が持つ「応用力」がいかに
重要かを考えます。

祭祀承継を
考えてみましょう

祭祀承継とは、祖先をまつ
るために、系譜、祭具及び墳
墓等の祭祀財産を承継する

ことです。戦前の日本の民法には「家」制度が
定められていて、戸主（家のあととり）が祭祀承
継者となり、祖先をまつる任務を担っていまし
た。戦後「家」制度は廃止され、戸主の祭祀承
継も廃止されました。現在では、祭祀承継者が
いないために、祖先のお墓が廃れていくことが
問題となっています。岩手県域のお墓事情を
踏まえて、祭祀承継について考えてみます。

岩手の水産業の
これまでとこれから
大学は地域のために
何をすべきか

東日本大震災から8年が経
過し、三陸沿岸地域ではイ
ンフラ復旧の多くが完了

し、新たな地域作りに向けた動きが活発化し
ています。しかし、この地域の主幹産業である
水産業は、震災以前より｢魚離れ｣や｢後継者
不足｣といった構造的問題を抱えており、近年
の天然漁獲量の減少がさらに追い打ちをか
けています。本講義ではかつて｢世界３大漁
場｣の一つとして隆盛を誇った三陸地方の水
産業について、｢これまでの歴史｣と｢新たな
地域作りに向けた展望｣についてお話しさせ
ていただきます。

3.11東日本大震災
遠野市後方支援資料館

遠野市は、沿岸地域まで約50㎞圏
内に位置し、移動時間も1時間弱で
あることから、災害時の後方支援体
制整備の構想を持ち、国や県にそ
の必要性を訴えてきました。東日
本大震災の発災では、震災前に
行っていた岩手県総合防災訓練や
自衛隊の東北方面対震災対処訓練
で培った経験をもとに後方支援業
務を全うできました。資料館には多
くの資料を保存提示しております
ので、これらをもとにお話しします。

学ぶ防災震災学習列車岩手大学ミュージアム 釜石鵜住居
復興スタジアム

岩手大学ミュ－ジアム本館は、かつ
て盛岡高等農林学校の図書室の一
部として使用されていた建物（明治
36年築）を改修し、岩手大学の研究
成果や研究資料を展示・保存・公開し
ている施設です。今回は当館の展示
解説を通して「岩手の“大地”と“ひと”
と共に」を校是とする岩手大学が、７
０年の歴史の中で、岩手の“大地”と
“ひと”といかに歩み、そして、どのよ
うに地域の課題と向き合ってきた
のかを知っていただきたいと思い
ます。

もともと三陸鉄道は、北リアス線(久
慈～宮古)と南リアス線(釜石～盛(大
船渡市))の２つの路線で運行してき
ました。宮古～釜石間は、ＪＲ東日本
の山田線として運行されてきました
が、震災の影響で不通となっていまし
た。その後、2019年3月23日に宮
古～釜石間がＪＲ東日本から三陸鉄
道に移管され、現在では、久慈～盛間
のリアス線として運行されています。
当日は、鵜住居駅から宮古駅まで運
行される震災学習列車にご乗車して
いただきます。

東日本大震災で甚大な被害
が出た宮古市田老地区の現
状を、災禍の記録や後世へ
伝えるべき教訓を学ぶこと
によって、皆様に防災意識を
高めていただきたいと考え
ております。当日は、防潮堤
からのご案内に加え、震災遺
構に認定された「たろう観光
ホテル」でマスコミ非公開の
映像を上映しながらご案内し
ます。

2015年3月、釜
石市はラグビー
ワー ルドカップ

2019の国内12開催都市の一つと
して選ばれました。しかし、釜石市は
開催都市で唯一スタジアムを持って
なかったことから、国際・国内スポー
ツ大会等の多様なイベントが開催で
きる等の６つのコンセプトで整備を
行ってきました。9月25日には、フィ
ジーVSウルグアイの試合が予定さ
れていますが、大会直前のスタジア
ムをご案内します。

岩手大学の過去、現在
から未来を考える

岩手大学は1949年に新制国立大
学として発足し、今年創立70周年
を迎えます。大学の使命は学術研

究と優れた人材養成であり、これを果たすことで社会
の発展に貢献してきましたが、近年、この教育研究を
進めるにあたっては、社会的要請に対応することが求
められるようになりました。岩手大学も「岩手の“大
地”と“ひと”と共に」を校是とし、2011年に発生した
東日本大震災の復興活動に注力してきました。これま
での大学の歴史、特に過去10年間の取組を中心に
振り返り、これからの大学について私見を述べます。

平泉の庭園遺構群は、奥州藤原氏滅亡後の
鎌倉・京都を中心とする文化的政治的中心
から隔絶・忘却された結果、12世紀の状態

が真空パックされた状態として残り、世界史的に見ても当時の
仏国土（浄土）の理想郷を今日に伝える唯一の事例と評価さ
れています。そのため、平泉を調査研究することは、いくつか
の例外を除き未発掘のままである中国の漢代から唐代の庭
園の実態解明、また変容してしまった京都等の平安期の庭園
の実態解明など、東アジアにおける庭園遺構の空間構成を学
術的に解明する上で独創的な観点を提供しうる絶好の素材で
す。今回は、この平泉の庭園遺構を中心に、中国等における苑
池庭園と日本の古代庭園の変遷を比較・検討しつつ、平泉庭
園遺構群の東アジアにおける意義について考察します。

東アジア庭園史における
平泉庭園遺構群の意義
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地域連携
推進センター

理工学部
学生食堂

理工学部1号館芸術棟

総合教育研究棟（生命系）

学生センターA棟

教育学部2号館

学生センターB棟

学生センターC棟

岩手大学キャンパスの
ご案内
岩手大学キャンパスの
ご案内
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農業教育資料館
旧盛岡高等農林学校時代の本館です。

岩
手
大
学
へ
の
ア
ク
セ
ス

●バス（盛岡駅前バスターミナル11番のりば）
◎岩手県交通バス 駅上田線
　乗車…「松園バスターミナル行き」　下車…「岩手大学前」
◎岩手県交通バス 駅桜台団地線
　乗車…「桜台団地行き」　下車…「岩手大学前」
●タクシー利用　盛岡駅から約2㎞　約10分
●徒歩　盛岡駅から約25分

A

C

岩手大学情報メディアセンター図書館
二階の専用教室が通常の講義会場となります。

B

岩手大学正門岩手大学正門

盛岡城跡公園

館坂橋
理工学部東口

釜石鵜住居復興スタジアム
２０１５年３月、ラグビーワールドカップ２０１９日本大会
の開催都市のひとつとして、釜石市が選ばれました。
それまで国内開催都市の中で、唯一スタジアム会場を
持たなかったこと
から、東日本大震
災からの復興を目
指して新スタジア
ムを整備、昨年の
８月１９日にオー
プニングイベント
が行われました。

たろう観光ホテル
たろう観光ホテルは、かつてホテルとして営
業していましたが東日本大震災による津波で
損壊しました。その後、宮古市で土地を取得
し、建物の無
償譲渡を受け
震災遺構とし
て整備、２０１
６年４月より一
般公開されて
います。

三陸鉄道
通称：三鉄（さんてつ）は、岩手県の三陸沿岸を
走る第３セクター方式の鉄道です。東日本大震
災で不通となっていた山田線（宮古～釜石間）
をＪＲ東日本から
の移管を受け、
久慈～盛 間を結
ぶ総延長１６３㎞
のリアス線とし
て、三陸鉄道が
一つにつながり
ました。



主催／ 国立大学法人 岩手大学
共催／ 盛岡市、釜石市、宮古市、遠野市　　企画協力／ 三陸鉄道株式会社、一般社団法人宮古観光文化交流協会 学ぶ防災
後援／ 岩手県、公益財団法人岩手県観光協会、公益財団法人盛岡観光コンベンション協会、一般社団法人釜石観光物産協会
 一般社団法人宮古観光文化交流協会、一般社団法人遠野市観光協会、盛岡芸奴後援会

シニアカレッジ
岩手大学 2019年度

9月11日水～9月17日火
2019年
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釜石鵜住居復興スタジアム遠景

I W A T E   U N I V E R S I T Y   S E N I O R   C O L L E G E   2 0 1 9  
三陸鉄道たろう観光ホテル農業教育資料館

i w a t e  u n i v e r s i t y  s e n i o r  c o l l e g e

〒020-8551 岩手県盛岡市上田四丁目3番5号
TEL.019ｰ621ｰ6492、6852   FAX.019ｰ621ｰ6493

E-mail renkei@iwate-u.ac.jp

お申し込み・お問い合わせは

岩手大学シニアカレッジ事務局

国立大学法人 岩手大学

【募集要項】
①募集人員 ３０名
②最少実施人員 ２5名
③開催期間 ２０１9年（令和元年）９月１1日（水）～９月１7日（火）
④開催場所 岩手大学（盛岡市上田三丁目１８番８号）
⑤参加資格 学習意欲をお持ちの方（年齢制限、入学試験ともにありません）
⑥受 講 料 ７０，０００円（消費税込み、１泊１食（朝食）込み）
 ※この事業は、国立大学法人岩手大学の収益事業ではありません。
⑦受講料に含まれるもの　
全13講義受講料、入学式、オリエンテーション、学内施設利用、移動バス料金、学外施設入館料、卒業式
※ ９／１5（日）の宿泊費（１泊１食（朝食））が含まれます。　
⑧受講料に含まれないもの
　上記以外の宿泊・滞在費、ご自宅～岩手大学～ご自宅までの交通費
⑨お申し込み方法  
岩手大学シニアカレッジ事務局へご連絡ください。事務局より参加申込書をお送りします。
その申込書に必要事項をご記入の上、郵送かＦＡＸ送信してください。
⑩中　　止
申し込みが最少実施人員に達しない場合は、シニアカレッジを中止することがあります。
中止の決定は、シニアカレッジ開催日の３０日前に行い、シニアカレッジ事務局から皆様にご連絡差し上げます。
⑪学外講義
沿岸地域で行う学外講義については、岩手県北自動車（株）への業務委託として実施します。

【個人情報のお取り扱いについて】
　お客様の個人情報は、国立大学法人岩手大学によるシニアカレッジ関係の各種案内、大学情報、旅行・観光情報やその他の生活関連情報
をご提供するために使わせていただきます。それらの目的以外に使用する場合には、事前にお客様に通知して同意をいただきます。また、
ご提供いただいた個人情報は慎重に管理し、紛失、漏洩等を防止するために、完全管理を講じています。

【受講のご案内】
■シニアカレッジ申し込み方法
●シニアカレッジ事務局へ申込書を郵送又はFAX送信してください。
■シニアカレッジ申込上の注意
●受講のお申し込み受付は、先着順とさせていただきます。
■お支払い方法は、原則として銀行振り込みとなります。
●受講料振込の際の手数料は、お客様の負担となります。
●受講料のお支払いは、請求書をお受け取り後、１週間以内にお願いいたします。
●受講料は、すべて消費税を含む料金です。
■キャンセル
●キャンセルの場合は、電話でご連絡ください。シニアカレッジ開始日以降のキャンセルによる受講料の返金はいたしません。
　※Ｅメールでのキャンセルの受付は一切いたしませんのでご注意ください。
●キャンセルの場合には、規定の取消料及び返金手数料（振込手数料）を差し引いてご返金します。   
■シニアカレッジの変更
●講師の緊急の都合等による場合、中止・延期・時間変更・時間短縮・別の講師の代替えとなることがありますので、予めご了承ください。
■その他
●大学キャンパス内では、全面禁煙となっております。
●貴重品は必ずお手元におき、盗難・紛失にはご注意ください。




